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座長:下岡ゆき子 (京都大 ･理 ･人類進化論)
菅谷和沙 (神戸学院大･人間文化学) 野生ニホンザルの
毛づくろい前の音声に関する地域間比較
解説 ･コメント:香田啓貴 (京都大 ･霊長研)
神田恵 (京都大･霊長研) ニホンザルのグルーミングに
おけるパー トナー選択について















杉fIfi秀樹 (京都大 ･盃長研),田中俊明 (梅光学院大 ･子
ども),揚妾直樹 (北海道大･北方フィール ド科学セ
ンター),早川祥子 (京都大 ･霊長研),香田 啓貴
(京都大 ･霊長研),早石周平 (琉球大学 ･大学教育
センター),柳原芳美 (総合地球環境研究所),半谷
吾郎 (京都大 ･霊長研),藤田志歩 (山口大 ･農),松
原幹 (京都大 ･霊長研),宇野壮春 (宮城のサル調査
会),清野未恵子 (京都大 ･動物),鈴木真理子 (京都


































川口潤 (名古屋大 ･環境) 『認知的コントロール:忠
図的忘却をめぐって』
藤田和生 (京都大 ･文) 『ヒト以外の動物におけるメ
タ認知研究の動向』
セッション2
横山修,泉明宏,中村克樹 (国立神経 ･精神センター ･
神経研) 『ニホンザルのメタ記憶:記憶課題遂行後の報
酬要求行動の解析』
松中玲子,開一夫 (東京大 ･総合文化) 『社会的参照
行動の発達メカニズム:ターゲット理解に関する視線計
測研究』
浅田晃佑 (京都大･文),富和清隆 (京都大 ･医),岡田
晃子 (大阪市総合医療センター),板倉昭二 (京都大 ･
文) 『ウィリアムズ症候群児のコミュニケーション特
性』
森本裕子 (京都大 ･教),渡部幹 (京都大･人現)
『サンクション行動におけるシグナリング効束』
福島宏器 (東京大 ･科学技術インタープリター養成プロ





滴河幸子 (東京大 ･教育),植田一博 (東京大 ･総合文
化) 『試行と他者観察の交替が洞察問題解決に及ぼす
彩響』
大森隆司 (玉川大 ･工),石川悟 (北星学園大 ･文)･
長田悠吾 (束京大 ･総合文化),横山絢美 (玉川大 ･工)
『共同ゲームにおける行動決定方略の動的決定モデル』
セッション4
大平英樹 (名古屋大 ･環境) 『感情制御再考』





































































































































































































































































松田-希 (北大院 ･地球環境科学),充正剛 (北大院 ･
地球環境科学),A.Tuuga(マレー シア ･サバ州野生
生物局)｢ボルネオ島･スカウ村でのテングザル調
査｣
セッション2｢古生態復元-の新たなアプロー チ｣
座長:高井正成 (京大 ･霊長研)
高井正成 (京大･霊長研)｢中国南部広西壮族自治区の
新しいフィールド:化石種から現生種まで｣
米田穣 (東大院･新領域創成科学)｢同位体をつかった
古生態研究｣
懇親会 会場:グランツ
3月8日(土)
セッション3｢新たな手法で胴をみる｣
座長:脇田共柄 (京大 ･詔長研)
紺紺大輔 (京大･並長研)｢選択的投射ニューロン破壊
法の開発～脳の処理機構の言開田な解明を目指して｣
田村弘 (阪大院･生命機能)｢二光子励起顕微鏡を用い
た大脳皮質微細機能構築の可視化｣
小払俊97}(理研･ゲノム科学総合研究センター)｢ヒト
ゲノムプロジェクトと霊長類研究｣
セッション4｢迫伝子発現から生体機能をさぐる｣
座長:今井啓雄 (京大 ･証長研)
今村拓也 (京大院･理学)｢エビジェネティクスから見
たほ乳析行動内分泌系｣
井上達也 (大阪バイオサイエンス研)｢網膜錐体 ･梓体
細胞の分化メカニズム｣
石丸鞍朗 (東大院･Jl%学生命科学)｢術椎動物の味覚受
容体｣
総合討論
座長:大石拓生 (苅大 ･加点研)
今回のホミニゼ-ション研究会は,特定の分野や ト
ピッ.クスにテーマを絞らず,新しいフィール ドを開拓
して研究を進めている若手の研究肴や,新しい学問の
枠組みや手法を現に用いて盃長和研究の新たな展PRを
図っている若手から中堅の研究者に詣増を提供しても
らい,研究のブレイクスルーを探った.
セッション1では霊長類の生態や社会をフィール ド
ワークで研究している三名からの発表があり,新たな
フィールドで研究する意義や苦労を聞いた.
セッション2では広い年代における資料が得られる
新しいフィールドの紹介と,安定同位体分析による代
謝の違い,食性の違いの解析を元に古生憶を復元する
研究の発表があった.韮長旅の古生憶を知る大きな免垂
となることが3g)待できる.
セッション3では神経トレー サー法と光反応を組み
合わせた新しいニューロンの局所破城法の発表,二光
子励起顕微鏡を用いて多数の神経細胞の活動を同時記
録し,特定の機能を果たす神経細胞群を可視化する研
究の経過報告と,ヒトゲノムプロジェクトと他の生物
のゲノムプロジェクトの紹介やそれが丑長旅研究に及
ぼす影響に関する講演があった.新たな研究の手法,放
り組み方が,今まで実現不可能と恩われていた実験系の
創出に結びつくことが実感されるセッションであった.
セッション4ではエビジェネティクスの視点で理僻
が進んだ性分化機柄の話や トランスジェニック動物を
用いた視細胞の分化の解析,近年急速に解析の進んで
いる味覚受容体の多様性とその分子基盤の話が提供さ
れた.いずれも霊長類を解析対象とすることで,現象や
そのメカニズムの理解が進むことが期待できるととも
に,霊長類の理解を深めるためにも重要な知見が得ら
れることが確実な話題であった.
討論は活発になされたが,特に霊長研大学院生には
さらなる積極的参加を促したい.今回の続者の何人か
はすでに所員と共同研究を行い,共同利用研究制度を
利用している.また,その他の校数の前者に関しても新
たに共同利用研究制度を利用して共同研究を進める話
が成立した.忠良析研究に新たな視点や手法を導入す
るという当初の目的は尖を結びつつある.
(文13bi:大石高生)
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